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(57)【要約】
【課題】小型軽量化を図りつつ光学性能を向上させるこ
とができる撮像レンズを提供すること。
【解決手段】物体側から、絞り２、物体側に凸面を向け
た正レンズとされた第１レンズ３、および物体側に凹面
を向けた負レンズとされた第２レンズ４を配設し、－０
．１≦ｒ１／ｒ２＜０．１、０．８５≦ｆ１／ＦＬ≦１
、０．１≦ｄ３／ＦＬ≦０．３（但し、ｒ１：第１レン
ズの物体側の面の中心曲率半径、ｒ２：第１レンズの像
面側の面の中心曲率半径、ｆ１：第１レンズの焦点距離
、ｄ３：第２レンズの中心厚、ＦＬ：レンズ系全体の焦
点距離）を満足すること。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固体撮像素子の撮像面に物体の像を結像させるために使用される撮像レンズであって、
　物体側から像面側に向かって順に、絞り、物体側に凸面を向けた正のパワーを有するレ
ンズとされた第１レンズ、および物体側に凹面を向けた負のパワーを有するレンズとされ
た第２レンズを配設し、次の（１）～（３）に示す各条件式、
　－０．１≦ｒ１／ｒ２＜０．１　　　（１）
　０．８５≦ｆ１／ＦＬ≦１　　　　 （２）
　０．１≦ｄ３／ＦＬ≦０．３　　　 （３）
　但し、
　ｒ１：第１レンズの物体側の面の中心曲率半径
　ｒ２：第１レンズの像面側の面の中心曲率半径
　ｆ１：第１レンズの焦点距離
　ｄ３：第２レンズの中心厚
　ＦＬ：レンズ系全体の焦点距離
　を満足することを特徴とする撮像レンズ。
【請求項２】
　更に、次の（４）に示す条件式、
　０．４５≦ｒ１／ＦＬ≦０．５３　　　（４）
　を満足することを特徴とする請求項１に記載の撮像レンズ。
【請求項３】
　更に、次の（５）に示す条件式、
　０．６５≦ｄ２／ｄ１≦１．２５　　　（５）
　但し、
　ｄ１：第１レンズの中心厚
　ｄ２：光軸上における第１レンズと第２レンズとの間隔
　を満足することを特徴とする請求項１または２に記載の撮像レンズ。
【請求項４】
　更に、次の（６）に示す条件式、
　０．６５≦ｄ２／ｄ３≦１．１　　　（６）
　但し、
　ｄ２：光軸上における第１レンズと第２レンズとの間隔
　を満足することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の撮像レンズ。
【請求項５】
　更に、次の（７）に示す条件式、
　０．１≦ｄ１／ＦＬ≦０．３　　　（７）
　但し、
　ｄ１：第１レンズの中心厚
　を満足することを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の撮像レンズ。
【請求項６】
　更に、次の（８）に示す条件式、
　０．９≦Ｌ／ＦＬ≦１．２　　　（８）
　但し、
　Ｌ：レンズ系の全長（最も物体側の面から撮像面までの光軸上の距離：空気換算長）
　を満足することを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の撮像レンズ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像レンズに係り、特に、携帯型のコンピュータ、テレビ電話、携帯電話等
に搭載されるＣＣＤ、ＣＭＯＳ等の固体撮像素子の撮像面に、風景や人物等の物体の像を
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結像させる撮像装置に用いられ、小型軽量化および光学性能の向上を図ることを可能とし
た２枚レンズ構成の撮像レンズに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、例えば、携帯電話、携帯型のコンピュータやテレビ電話等に搭載するためのＣＣ
Ｄ、ＣＭＯＳ等の固体撮像素子を利用したカメラの需要が著しく高まっている。このよう
なカメラは、限られた設置スペースに搭載する必要があることから、小型であり、かつ、
軽量であることが望まれている。
【０００３】
　さらに、最近においては、１００万画素を超えるような高解像度の固体撮像素子の解像
能力を十分に発揮させることが可能な良好な光学性能を有するレンズ系が求められており
、小型軽量化と光学性能の向上とをバランスさせることが益々重要になっている。
【０００４】
　このような観点からは、３枚構成のレンズ系よりも小型軽量化に優れ、１枚構成のレン
ズ系よりも光学性能に優れた２枚構成のレンズ系が有利であり、これまでにも、このよう
な２枚構成のレンズ系としては、例えば、特許文献１および２に示すようなレンズ系が提
案されている。
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－１７７６２８号公報（特に、実施例２参照）
【特許文献２】特開２００４－１７０８８３号公報（特に、実施例２参照）
【特許文献３】特開２００４－１７０４６０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１および２に記載のレンズ系は、いずれも、第２レンズが正の
パワーを持つレンズとされており、第１レンズとのパワーの組み合わせによる効果的な収
差補正が困難であるといった欠点を有している。
【０００７】
　また、特許文献３に記載のレンズ系は、第１レンズの第１面のパワー配分が最適ではな
いので、小型軽量化が困難であるといった欠点を有している。
【０００８】
　そこで、本発明はこのような問題に鑑みなされたもので、小型軽量化を図りつつ光学性
能を向上させることができる撮像レンズを提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前述した目的を達成するため、本発明の請求項１に係る撮像レンズの特徴は、固体撮像
素子の撮像面に物体の像を結像させるために使用される撮像レンズであって、物体側から
像面側に向かって順に、絞り、物体側に凸面を向けた正のパワーを有するレンズとされた
第１レンズ、および物体側に凹面を向けた負のパワーを有するレンズとされた第２レンズ
を配設し、次の（１）～（３）に示す各条件式、
　－０．１≦ｒ１／ｒ２＜０．１　　　（１）
　０．８５≦ｆ１／ＦＬ≦１　　　　 （２）
　０．１≦ｄ３／ＦＬ≦０．３　　　 （３）
　但し、
　ｒ１：第１レンズの物体側の面の中心曲率半径
　ｒ２：第１レンズの像面側の面の中心曲率半径
　ｆ１：第１レンズの焦点距離
　ｄ３：第２レンズの中心厚
　ＦＬ：レンズ系全体の焦点距離
　を満足する点にある。
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【００１０】
　なお、本発明において、絞りを最も物体側に配置することは、絞りを第１レンズの物体
側の面（凸面）の光軸上の点（以下、面頂と称する）と光軸方向における同一の位置に配
置すること、または、第１レンズの物体側の面の面頂およびその近傍部分が絞りを通して
絞りよりも物体側に位置（突出）することを妨げない。その場合であっても、物理的な配
置としては絞りが第１レンズ全体よりも物体側に配置されるといえるので、特許請求の範
囲の記載に反するものとはならない。また、光学系の小型化のためには、絞りが第１レン
ズの物体側の面の面頂よりも像面側にあることが望ましい。
【００１１】
　そして、この請求項１に係る発明によれば、最も物体側に絞りを配置し、第１レンズを
物体側に凸の正レンズに形成し、第２レンズを物体側に凹面を向けた負レンズに形成し、
（１）～（３）の各条件式を満たすようにすることにより、小型軽量化を図りつつ、光学
性能および製造性を向上させることが可能となる。
【００１２】
　なお、製造性とは、撮像レンズを大量生産する場合の製造性（例えば、射出成形により
、撮像レンズを大量生産する場合の成形性やコスト等）である意の他、撮像レンズを製造
するために使用される設備の加工、製作等の容易性（例えば、射出成形に用いる金型の加
工の容易性等）である意も含む（以下、同様）。
【００１３】
　また、請求項２に係る撮像レンズの特徴は、請求項１において、更に、次の（４）に示
す条件式、
　０．４５≦ｒ１／ＦＬ≦０．５３　　　（４）
　を満足する点にある。
【００１４】
　そして、この請求項２に係る発明によれば、更に（４）の条件式を満たすようにするこ
とにより、小型軽量化、光学性能の向上、および製造性の向上をさらに良好にバランスさ
せることが可能となる。
【００１５】
　さらに、請求項３に係る撮像レンズの特徴は、請求項１または２において、 更に、次
の（５）に示す条件式、
　０．６５≦ｄ２／ｄ１≦１．２５　　　（５）
　但し、
　ｄ１：第１レンズの中心厚
　ｄ２：光軸上における第１レンズと第２レンズとの間隔
　を満足する点にある。
【００１６】
　そして、この請求項３に係る発明によれば、更に（５）の条件式を満たすようにするこ
とにより、製造性を維持しつつ不要光を有効に遮蔽するための手段を適切に講じることが
可能となる。
【００１７】
　さらにまた、請求項４に係る撮像レンズの特徴は、請求項１～３のいずれか１項におい
て、更に、次の（６）に示す条件式、
　０．６５≦ｄ２／ｄ３≦１．１　　　（６）
　但し、
　ｄ２：光軸上における第１レンズと第２レンズとの間隔
　を満足する点にある。
【００１８】
　そして、この請求項４に係る発明によれば、更に（６）の条件式を満たすようにするこ
とにより、製造性を確保しつつ不要光を効果的に遮蔽するための手段を適切に講じること
が可能となる。
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【００１９】
　また、請求項５に係る撮像レンズの特徴は、請求項１～４のいずれか１項において、更
に、次の（７）に示す条件式、
　０．１≦ｄ１／ＦＬ≦０．３　　　（７）
　但し、
　ｄ１：第１レンズの中心厚
　を満足する点にある。
【００２０】
　そして、この請求項５に係る発明によれば、更に（７）の条件式を満たすようにするこ
とにより、小型軽量化と製造性の維持とをさらに良好にバランスさせることが可能となる
。
【００２１】
　さらに、請求項６に係る撮像レンズの特徴は、請求項１～５のいずれか１項において、
更に、次の（８）に示す条件式、
　０．９≦Ｌ／ＦＬ≦１．２　　　（８）
　但し、
　Ｌ：レンズ系の全長（最も物体側の面から撮像面までの光軸上の距離：空気換算長）
　を満足する点にある。
【００２２】
　そして、この請求項６に係る発明によれば、更に（８）の条件式を満たすようにするこ
とにより、小型軽量化と製造性の維持とをさらに良好にバランスさせることが可能となる
。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明に係る撮像レンズによれば、小型軽量化を図りつつ光学性能を向上させることが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明に係る撮像レンズの実施形態について、図１を参照して説明する。
【００２５】
　本実施形態における撮像レンズ１は、図１に示すように、物体側から像面側に向かって
順に、絞り２と、物体側に凸面を向けた正のパワーを有するレンズとされた樹脂製の第１
レンズ３と、物体側に凹面を向けた負のパワーを有するレンズとされた樹脂製の第２レン
ズ４とを有している。
【００２６】
　以下、第１レンズ３および第２レンズ４における物体側および像面側の各レンズ面を、
それぞれ第１面、第２面と称することとする。
【００２７】
　また、第２レンズ４の第２面側には、ＣＣＤあるいはＣＭＯＳ等の固体撮像素子の受光
面である撮像面５が配設されている。
【００２８】
　なお、第２レンズ４の第２面と撮像面５との間に、必要に応じてカバーガラス、ＩＲカ
ットフィルタ、ローパスフィルタ等の各種フィルタを配置してもよい。また、第１レンズ
３、第２レンズ４の各レンズ面のうち、第１レンズ３の第２面３ｂ等のいずれか１つのレ
ンズ面または複数のレンズ面にＩＲカットフィルタを形成してもよい。
【００２９】
　このように、本実施形態においては、絞り２を最も物体側に配置することによって高い
テレセントリック性を確保することができるため、固体撮像素子のセンサに対する光線の
入射角度を緩和することができる。
【００３０】
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　また、本実施形態においては、物体側に凸の正レンズとされた第１レンズ３に対して、
第２レンズ４が負のパワーのレンズであることにより、第１レンズ３と第２レンズ４との
パワーの組み合わせによる効果的な収差補正が可能とされている。
【００３１】
　さらに、本実施形態においては、次の（１）～（３）に示す各条件式を満足するように
する。
【００３２】
　－０．１≦ｒ１／ｒ２＜０．１　　　（１）
　０．８５≦ｆ１／ＦＬ≦１　　　　 （２）
　０．１≦ｄ３／ＦＬ≦０．３　　　 （３）
　但し、（１）式におけるｒ１は、第１レンズ３の第１面３ａの中心曲率半径である（以
下、同様）。また、（１）式におけるｒ２は、第１レンズ３の第２面３ｂの中心曲率半径
である（以下、同様）。さらに、（２）式におけるｆ１は、第１レンズ３の焦点距離であ
る（以下、同様）。さらにまた、（３）式におけるｄ３は、第２レンズ４の中心厚である
（以下、同様）。また、（２）式および（３）式におけるＦＬは、レンズ系全体の焦点距
離である（以下、同様）。
【００３３】
　ここで、ｒ１／ｒ２の値が（１）式に示す値（－０．１）よりも小さくなると、第１レ
ンズ３の第２面３ｂの周辺部における収差補正効果が弱くなり、光学系全体の小型軽量化
を確保しながら所望の光学性能を得ることが困難となる。一方、ｒ１／ｒ２の値が（１）
式に示す値（０．１）以上となると、第１レンズ３の第１面３ａおよび第２面３ｂの双方
の中心曲率半径が小さくなり過ぎることになり、光学系全体の小型軽量化を確保しながら
、第１レンズ３を射出成形によって得る場合における射出成形用金型の製造が困難となる
。
【００３４】
　したがって、本実施形態によれば、ｒ１／ｒ２の値を（１）の条件式を満たすようにす
ることにより、小型軽量化を図りつつ、光学性能および製造性を向上させることが可能と
なる。
【００３５】
　なお、このｒ１とｒ２との関係は、－０．１≦ｒ１／ｒ２＜０．０５とされることが、
より好ましい。
【００３６】
　また、ｆ１／ＦＬの値が（２）式に示す値（０．８５）よりも小さくなると、光学系全
体のパワーに比して第１レンズ３のパワーが大きくなり過ぎることになり、所望の光学性
能を得ることが困難となる。一方、ｆ１／ＦＬの値が（２）式に示す値（１）よりも大き
くなると、光学系全体のパワーに比して第１レンズ３のパワーが小さくなり過ぎることに
なり、光学系全体の小型軽量化が困難となる。
【００３７】
　したがって、本実施形態によれば、ｆ１／ＦＬの値を（２）の条件式を満たすようにす
ることにより、小型軽量化と光学性能の向上とを更に良好にバランスさせることが可能と
なる。
【００３８】
　なお、ｆ１とＦＬとの関係は、０．８５≦ｆ１／ＦＬ≦０．９５とされることが、より
好ましい。
【００３９】
　さらに、ｄ３／ＦＬの値が（３）式に示す値（０．１）よりも小さくなると、第２レン
ズ４の中心厚が小さくなり過ぎることになり、第２レンズ４を射出成形によって製造する
場合における第２レンズ４の製造が困難となる。一方、ｄ３／ＦＬの値が（３）式に示す
値（０．３）よりも大きくなると、光学系の全長に比して第２レンズ４の中心厚が大きく
なり過ぎることになり、小型軽量化が困難となる。
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【００４０】
　したがって、ｄ３／ＦＬの値を（３）の条件式を満たすようにすることにより、さらに
有効に小型軽量化を図りつつ製造性を維持することが可能となる。
【００４１】
　なお、ｄ３とＦＬとの関係は、０．１５≦ｄ３／ＦＬ≦０．３とされることが、より好
ましい。
【００４２】
　より好ましい実施形態としては、更に、次の（４）に示す条件式を満足するようにする
。
【００４３】
　０．４５≦ｒ１／ＦＬ≦０．５３　　　（４）
　ここで、ｒ１／ＦＬの値が（４）式に示す値（０．４５）よりも小さくなると、第１レ
ンズ３の中心曲率半径が小さくなり過ぎることになり、第１レンズ３の製造が困難となる
。一方、ｒ１／ＦＬの値が（４）式に示す値（０．５３）よりも大きくなると、光学系全
体が大きくなり過ぎることになり、小型軽量化が困難となる。
【００４４】
　したがって、ｒ１／ＦＬの値を（４）の条件式を満たすようにすれば、小型軽量化、光
学性能の向上、および製造性の向上をさらに良好にバランスさせることが可能となる。
【００４５】
　なお、ｒ１とＦＬとの関係は、０．４８＜ｒ１／ＦＬ≦０．５２とされることが、より
好ましい。
【００４６】
　より好ましい実施形態としては、更に、次の（５）に示す条件式を満足するようにする
。
【００４７】
　０．６５≦ｄ２／ｄ１≦１．２５　　　（５）
　但し、（５）式におけるｄ１は、第１レンズ３の中心厚である（以下、同様）。また、
（５）式におけるｄ２は、光軸６上における第１レンズ３と第２レンズ４との間隔である
（以下、同様）。
【００４８】
　ここで、ｄ２／ｄ１の値が（５）式に示す値（０．６５）よりも小さくなると、第１レ
ンズ３と第２レンズ４との間の間隔が狭くなり、第１レンズ３と第２レンズ４との間に不
要光を有効に遮蔽するための遮蔽板等を挿入することが困難となる。また、第１レンズ３
、第２レンズ４のそれぞれの光学面のエッジ部が互いに接近し過ぎることになり、不要光
の発生を助長することとなる。一方、ｄ２／ｄ１の値が（４）式に示す値（１．２５）よ
りも大きくなると、第１レンズ３の中心厚が小さくなり過ぎることになり、第１レンズ３
を射出成形によって製造する場合における第１レンズ３の製造が困難となる。
【００４９】
　したがって、ｄ２／ｄ１の値を（５）の条件式を満たすようにすれば、製造性を維持し
つつ不要光を有効に遮蔽するための手段を適切に講じることが可能となる。
【００５０】
　なお、ｄ１とｄ２との関係は、０．６５≦ｄ２／ｄ１≦１．２とされることが、より好
ましい。
【００５１】
　より好ましい実施形態としては、更に、次の（６）に示す条件式を満足するようにする
。
【００５２】
　０．６５≦ｄ２／ｄ３≦１．１　　　（６）
　ここで、ｄ２／ｄ３の値が（６）式に示す値（０．６５）よりも小さくなると、第１レ
ンズ３と第２レンズ４との間の間隔が狭くなり、第１レンズ３と第２レンズ４との間に不
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要光を効果的に遮蔽するための遮蔽板等を挿入することが困難となる。また、第１レンズ
３、第２レンズ４のそれぞれの光学面のエッジ部が互いに接近し過ぎることになり、不要
光の発生を助長することとなる。一方、ｄ２／ｄ３の値が（６）式に示す値（１．１）よ
りも大きくなると、第２レンズ４の中心厚が小さくなり過ぎることになり、第２レンズ４
を射出成形によって製造する場合における第２レンズ４の製造が困難となる。
【００５３】
　したがって、ｄ２／ｄ３の値を（６）の条件式を満たすようにすれば、製造性を確保し
つつ不要光を効果的に遮蔽するための手段を適切に講じることが可能となる。
【００５４】
　なお、ｄ２とｄ３との関係は、０．６５≦ｄ２／ｄ３≦１とされることが、より好まし
い。
【００５５】
　より好ましい実施形態としては、更に、次の（７）に示す条件式を満足するようにする
。
【００５６】
　０．１≦ｄ１／ＦＬ≦０．３　　　（７）
　ここで、ｄ１／ＦＬの値が（７）式に示す値（０．１）よりも小さくなると、第１レン
ズ３の中心厚が小さくなり過ぎることになり、第１レンズ３を射出成形によって製造する
場合における第１レンズ３の製造が困難となる。一方、ｄ１／ＦＬの値が（７）式に示す
値（０．３）よりも大きくなると、光学系の全長に比して第１レンズ３の中心厚が大きく
なり過ぎることになり、小型軽量化が困難となる。
【００５７】
　したがって、ｄ１／ＦＬの値を（７）の条件式を満たすようにすれば、小型軽量化と製
造性の維持とをさらに良好にバランスさせることが可能となる。
【００５８】
　なお、ｄ１とＦＬとの関係は、０．１５≦ｄ１／ＦＬ≦０．３とされることが、より好
ましい。
【００５９】
　より好ましい実施形態としては、更に、次の（８）に示す条件式を満足するようにする
。
【００６０】
　０．９≦Ｌ／ＦＬ≦１．２　　　（８）
　但し、（８）式におけるＬは、レンズ系の全長、すなわち、最も物体側の面から撮像面
５までの光軸６上の距離（空気換算長）である（以下、同様）。
【００６１】
　ここで、Ｌ／ＦＬの値が（８）式に示す値（０．９）よりも小さくなると、光学系の全
長が小さくなり過ぎることになり、各レンズ３、４を組み立てる工程における製造性が低
下することとなる。一方、Ｌ／ＦＬの値が（８）式に示す値（１．２）よりも大きくなる
と、光学系の全長が大きくなり過ぎることになり、携帯電話機等の小型カメラに搭載する
ことが困難となる。
【００６２】
　したがって、Ｌ／ＦＬの値を（８）の条件式を満たすようにすれば、さらに有効に小型
軽量化と製造性の維持とのバランスを取ることができる。
【００６３】
　なお、ＬとＦＬとの関係は、０．９５≦Ｌ／ＦＬ≦１．２とされることが、より好まし
い。
【００６４】
　さらに、第１レンズ３および第２レンズ４を成形するための樹脂材料は、アクリル、ポ
リカーボネート、非晶質ポリオレフィン樹脂等、光学部品の成形に用いられる透明性を有
するものであればどのような組成を有するものであってもよいが、製造効率のさらなる向
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上および製造コストのさらなる低廉化の観点からは、両レンズ３、４の樹脂材料を同一の
樹脂材料に統一することが望ましい。
【実施例】
【００６５】
　次に、本発明の実施例について、図２乃至図３７を参照して説明する。
【００６６】
　ここで、本実施例において、Ｆｎｏは、Ｆナンバー、ｒ は、光学面の曲率半径（レン
ズの場合は中心曲率半径）を示す。また、ｄは、次の光学面までの光軸６上の距離を示す
。また、ｎｄは、ｄ線（黄色）を照射した場合における各光学系の屈折率、νｄは、同じ
くｄ線の場合における各光学系のアッベ数を示す。
【００６７】
　ｋ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、次の（９）式における各係数を示す。すなわち、レンズの非球
面の形状は、光軸６方向にＺ軸、光軸６に直交する方向にＸ軸をとり、光の進行方向を正
とし、ｋを円錐係数、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄを非球面係数、ｒを曲率半径としたとき次式で表さ
れる。
【００６８】
　Ｚ（Ｘ）＝ｒ－１ Ｘ２ ／［１＋｛１－（ｋ＋１）ｒ－２ Ｘ２　｝１／２ ］
　　　　　　＋ＡＸ４　＋ＢＸ６　＋ＣＸ８ ＋ＤＸ１０　　　 　（９）
 また、以下の実施例において、円錐係数および非球面係数を表す数値に用いられる記号
Ｅは、その次に続く数値が１０を底としたべき指数であることを示し、その１０を底とし
たべき指数で表される数値が、Ｅの前の数値に乗算されることを示す。例えば、－８．０
３Ｅ＋２は、－８．０３×１０２であることを示す。
【００６９】
＜第１実施例＞
　図２は、本発明の第１実施例を示したものであり、本実施例のレンズ１は、図１に示し
た構成のレンズ１と同一のレンズ１である。本実施例においては、第１レンズ３の第１面
３ａの面頂（光軸６との交点）およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置し
ている。
【００７０】
　この第１実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．８９ｍｍ、ＦＬ＝１．６４８ｍｍ、ｆ１＝１．４３４ｍｍ、ｆ２＝－６．３３
２ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.045
２（第１レンズ第１面）　　0.825　　　 0.450　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　 -8.500　　　 0.330
４（第２レンズ第１面）　 -3.500　　　 0.450　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　100.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -1.27　　　　 3.59E+1　　　-8.03E+2　　 8.16E+3
３　　　 0　　　　-11.10　　　　-1.13E+1　　　 6.03E+1　　-1.37E+2
４　　　 0　　　　 -1.10　　　　-7.05E+1　　　 1.18E+3　　-1.24E+4
５　　　 0　　　　 -1.59E-1　　 -9.45　　　　　5.97E+1　　-2.10E+2
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【００７１】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝－０．０９７となり、（１）式を満足するもので
あった。また、ｆ１／ＦＬ＝０．８７０となり、（２）式を満足するものであった。さら
に、ｄ３／ＦＬ＝０．２７となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｒ１

／ＦＬ＝０．５０１となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ１＝０．
７３となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ２／ｄ３＝０．７３となり、
（６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ１／ＦＬ＝０．２７となり、（７）式
を満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１４７となり、（８）式を満足するもの
であった。
【００７２】
　この第１実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図３に示す
。
【００７３】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【００７４】
＜第２実施例＞
　図４は、本発明の第２実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レンズ３
の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している。
【００７５】
　この第２実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．９ｍｍ、ＦＬ＝１．６２６ｍｍ、ｆ１＝１．４６４ｍｍ、ｆ２＝－９．４７１
ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.045
２（第１レンズ第１面）　　0.833　　　 0.450　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　-10.000　　　 0.320
４（第２レンズ第１面）　 -4.000　　　 0.460　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　-20.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -1.28　　　　 3.68E+1　　　-8.15E+2　　 8.31E+3
３　　　 0　　　　 -1.04　　　　-1.02E+1　　　 1.57E+1　　 4.64E+2
４　　　 0　　　　 -1.05　　　　-6.67E+1　　　 1.19E+3　　-1.28E+4
５　　　 0　　　　 -3.75E-1　　 -5.61　　　　　3.58E+1　　-1.27E+2
【００７６】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝－０．０８３となり、（１）式を満足するもので
あった。また、ｆ１／ＦＬ＝０．９００となり、（２）式を満足するものであった。さら
に、ｄ３／ＦＬ＝０．２８となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｒ１

／ＦＬ＝０．５１２となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ１＝０．
７１となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ２／ｄ３＝０．７０となり、
（６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ１／ＦＬ＝０．２８となり、（７）式
を満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１６９となり、（８）式を満足するもの
であった。
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【００７７】
　この第２実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図５に示す
。
【００７８】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【００７９】
＜第３実施例＞
　図６は、本発明の第３実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レンズ３
の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している。
【００８０】
　この第３実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．８９ｍｍ、ＦＬ＝１．６２６ｍｍ、ｆ１＝１．４７４ｍｍ、ｆ２＝－９．３７
６ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.030
２（第１レンズ第１面）　　0.830　　　 0.450　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　-12.000　　　 0.320
４（第２レンズ第１面）　 -5.000　　　 0.440　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　　0.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -1.20　　　　 3.39E+1　　　-7.82E+2　　 8.15E+3
３　　　 0　　　　 -1.18　　　　-1.11E+1　　　 5.14E+1　　 7.14
４　　　 0　　　　 -1.28　　　　-6.13E+1　　　 1.02E+3　　-1.11E+4
５　　　 0　　　　 -4.96E-2　　 -1.12E+1　　　 7.32E+1　　-2.76E+2
【００８１】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝－０．０６９となり、（１）式を満足するもので
あった。また、ｆ１／ＦＬ＝０．９０７となり、（２）式を満足するものであった。さら
に、ｄ３／ＦＬ＝０．２７となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｒ１

／ＦＬ＝０．５１０となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ１＝０．
７１となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ２／ｄ３＝０．７３となり、
（６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ１／ＦＬ＝０．２８となり、（７）式
を満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１６２となり、（８）式を満足するもの
であった。
【００８２】
　この第３実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図７に示す
。
【００８３】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【００８４】
＜第４実施例＞
　図８は、本発明の第４実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レンズ３
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の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している。
【００８５】
　この第４実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．９２ｍｍ、ＦＬ＝１．６６４９ｍｍ、ｆ１＝１．４９２ｍｍ、ｆ２＝－７．７
５２ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.045
２（第１レンズ第１面）　　0.8333　　　0.450　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　-14.2900　　　0.320
４（第２レンズ第１面）　 -5.8820　　　0.460　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　 14.2860
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -1.32　　　　 3.74E+1　　　-8.11E+2　　 8.11E+3
３　　　 0　　　　 -1.10　　　　-9.22　　　　　1.09E+1　　 4.42E+2
４　　　 0　　　　 -1.04　　　　-6.68E+1　　　 1.20E+3　　-1.30E+4
５　　　 0　　　　 -4.92E-1　　 -4.73　　　　　3.26E+1　　-1.24E+2
【００８６】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝－０．０５８となり、（１）式を満足するもので
あった。また、ｆ１／ＦＬ＝０．８９６となり、（２）式を満足するものであった。さら
に、ｄ３／ＦＬ＝０．２８となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｒ１

／ＦＬ＝０．５０１となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ１＝０．
７１となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ２／ｄ３＝０．７０となり、
（６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ１／ＦＬ＝０．２７となり、（７）式
を満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１５３となり、（８）式を満足するもの
であった。
【００８７】
　この第４実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図９に示す
。
【００８８】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【００８９】
＜第５実施例＞
　図１０は、本発明の第５実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レンズ
３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している。
【００９０】
　この第５実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．９０ｍｍ、ＦＬ＝１．６２９ｍｍ、ｆ１＝１．５０６ｍｍ、ｆ２＝－１２．２
６ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８
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面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.030
２（第１レンズ第１面）　　0.830　　　 0.450　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　-20.000　　　 0.320
４（第２レンズ第１面）　 -6.000　　　 0.450　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　-75.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -1.12　　　　 3.24E+1　　　-7.91E+2　　 8.72E+3
３　　　 0　　　　 -1.14　　　　-1.02E+1　　　 3.48E+1　　 8.27E+1
４　　　 0　　　　 -1.32　　　　-5.22E+1　　　 8.55E+2　　-9.64E+3
５　　　 0　　　　 -1.83E-1　　 -7.12　　　　　3.71E+1　　-1.19E+2
【００９１】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝－０．０４２となり、（１）式を満足するもので
あった。また、ｆ１／ＦＬ＝０．９２４となり、（２）式を満足するものであった。さら
に、ｄ３／ＦＬ＝０．２８となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｒ１

／ＦＬ＝０．５１０となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ１＝０．
７１となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ２／ｄ３＝０．７１となり、
（６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ１／ＦＬ＝０．２８となり、（７）式
を満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１６６となり、（８）式を満足するもの
であった。
【００９２】
　この第５実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図１１に示
す。
【００９３】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【００９４】
＜第６実施例＞
　図１２は、本発明の第６実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レンズ
３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している。
【００９５】
　この第６実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．３２ｍｍ、ＦＬ＝１．１５６ｍｍ、ｆ１＝１．０３２ｍｍ、ｆ２＝－５．３１
７ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.030
２（第１レンズ第１面）　　0.556　　　 0.300　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　-50.000　　　 0.215
４（第２レンズ第１面）　 -4.000　　　 0.310　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　 10.000
（像面）
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面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -4.00　　　　 2.23E+2　　　-9.55E+3　　 1.98E+5
３　　　 0　　　　 -2.97　　　　-6.10E+1　　　-1.47E+2　　 1.82E+4
４　　　 0　　　　 -2.94　　　　-4.45E+2　　　 1.67E+4　　-3.97E+5
５　　　 0　　　　 -2.22　　　　-1.63　　　　 -8.94E+1　　 1.43E+3
【００９６】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝－０．０１１となり、（１）式を満足するもので
あった。また、ｆ１／ＦＬ＝０．８９３となり、（２）式を満足するものであった。さら
に、ｄ３／ＦＬ＝０．２７となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｒ１

／ＦＬ＝０．４８１となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ１＝０．
７２となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ２／ｄ３＝０．６９となり、
（６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ１／ＦＬ＝０．２６となり、（７）式
を満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１４２となり、（８）式を満足するもの
であった。
【００９７】
　この第６実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図１３に示
す。
【００９８】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【００９９】
＜第７実施例＞
　図１４は、本発明の第７実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レンズ
３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している。
【０１００】
　この第７実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．２６ｍｍ、ＦＬ＝１．０８１ｍｍ、ｆ１＝１．００６ｍｍ、ｆ２＝－１０．２
６ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.030
２（第１レンズ第１面）　　0.540　　　 0.300　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　-70.000　　　 0.215
４（第２レンズ第１面）　 -3.500　　　 0.300　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　-10.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -4.58　　　　 2.66E+2　　　-1.07E+4　　 2.10E+5
３　　　 0　　　　 -2.11　　　　-9.48E+1　　　 9.68E+2　　 4.91E+3
４　　　 0　　　　　4.05E-1　　 -6.01E+2　　　 2.03E+4　　-4.26E+5
５　　　 0　　　　 -1.22　　　　-1.04E+1　　　-1.33E+2　　 2.66E+3
【０１０１】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝－０．００７７となり、（１）式を満足するもの
であった。また、ｆ１／ＦＬ＝０．９３１となり、（２）式を満足するものであった。さ
らに、ｄ３／ＦＬ＝０．２８となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｒ
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１／ＦＬ＝０．５００となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ１＝０
．７２となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ２／ｄ３＝０．７２となり
、（６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ１／ＦＬ＝０．２８となり、（７）
式を満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１６６となり、（８）式を満足するも
のであった。
【０１０２】
　この第７実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図１５に示
す。
【０１０３】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１０４】
＜第８実施例＞
　図１６は、本発明の第８実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レンズ
３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している。
【０１０５】
　この第８実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．６９ｍｍ、ＦＬ＝１．４８２ｍｍ、ｆ１＝１．３３１ｍｍ、ｆ２＝－７．７８
２ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.030
２（第１レンズ第１面）　　0.710　　　 0.390　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　　0.000　　　 0.285
４（第２レンズ第１面）　 -4.150　　　 0.370　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　　0.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -1.82　　　　 6.63E+1　　　-1.89E+3　　 2.62E+4
３　　　 0　　　　 -1.39　　　　-1.63E+1　　　-7.34E+1　　 2.77E+3
４　　　 0　　　　 -1.21　　　　-1.41E+2　　　 3.35E+3　　-5.18E+4
５　　　 0　　　　 -8.59E-1　　 -3.12　　　　 -7.52　　　　1.59E+2
【０１０６】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０となり、（１）式を満足するものであった。ま
た、ｆ１／ＦＬ＝０．８９８となり、（２）式を満足するものであった。さらに、ｄ３／
ＦＬ＝０．２５となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｒ１／ＦＬ＝０
．４７９となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ１＝０．７３となり
、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ２／ｄ３＝０．７７となり、（６）式を
満足するものであった。さらにまた、ｄ１／ＦＬ＝０．２６となり、（７）式を満足する
ものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１４０となり、（８）式を満足するものであった。
【０１０７】
　この第８実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図１７に示
す。
【０１０８】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
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なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１０９】
＜第９実施例＞
　図１８は、本発明の第９実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レンズ
３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している。
【０１１０】
　この第９実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．６７ｍｍ、ＦＬ＝１．４６３ｍｍ、ｆ１＝１．３１６ｍｍ、ｆ２＝－７．８８
９ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.030
２（第１レンズ第１面）　　0.700　　　 0.380　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　250.000　　　 0.265
４（第２レンズ第１面）　 -4.300　　　 0.390　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　200.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -1.79　　　　 5.63E+1　　　-1.52E+3　　 2.02E+4
３　　　 0　　　　 -1.41　　　　-2.35E+1　　　 3.59E+1　　 1.62E+3
４　　　 0　　　　 -9.44E-1　　 -1.52E+2　　　 3.33E+3　　-4.57E+4
５　　　 0　　　　 -7.54E-1　　 -2.66　　　　 -1.39E+1　　 2.03E+2
【０１１１】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．００３となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｆ１／ＦＬ＝０．９００となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｄ３／ＦＬ＝０．２７となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｒ１／
ＦＬ＝０．４７８となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ１＝０．７
０となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ２／ｄ３＝０．６８となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ１／ＦＬ＝０．２６となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１４１となり、（８）式を満足するもので
あった。
【０１１２】
　この第９実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図１９に示
す。
【０１１３】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１１４】
＜第１０実施例＞
　図２０は、本発明の第１０実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レン
ズ３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している
。
【０１１５】
　この第１０実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。
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レンズデータ

　Ｌ＝１．６７ｍｍ、ＦＬ＝１．４５ｍｍ、ｆ１＝１．３２ｍｍ、ｆ２＝－９．３０１ｍ
ｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.030
２（第１レンズ第１面）　　0.700　　　 0.380　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　100.000　　　 0.265
４（第２レンズ第１面）　 -4.500　　　 0.390　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　-50.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -1.81　　　　 5.75E+1　　　-1.53E+3　　 2.03E+4
３　　　 0　　　　 -1.37　　　　-2.26E+1　　　 3.20E+1　　 1.60E+3
４　　　 0　　　　 -9.48E-1　　 -1.47E+2　　　 3.25E+3　　-4.51E+4
５　　　 0　　　　 -7.77E-1　　 -1.74　　　　 -1.97E+1　　 2.18E+2
【０１１６】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．００７となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｆ１／ＦＬ＝０．９１０となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｄ３／ＦＬ＝０．２７となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｒ１／
ＦＬ＝０．４８３となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ１＝０．７
０となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ２／ｄ３＝０．６８となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ１／ＦＬ＝０．２６となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１５２となり、（８）式を満足するもので
あった。
【０１１７】
　この第１０実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図２１に
示す。
【０１１８】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１１９】
＜第１１実施例＞
　図２２は、本発明の第１１実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レン
ズ３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している
。
【０１２０】
　この第１１実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．６８ｍｍ、ＦＬ＝１．４７２ｍｍ、ｆ１＝１．３２８ｍｍ、ｆ２＝－８．４３
９ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.030
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２（第１レンズ第１面）　　0.700　　　 0.380　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　 50.000　　　 0.250
４（第２レンズ第１面）　 -4.500　　　 0.370　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　　0.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -1.84　　　　 5.70E+1　　　-1.53E+3　　 2.02E+4
３　　　 0　　　　 -1.62　　　　-2.50E+1　　　 4.11E+1　　 1.57E+3
４　　　 0　　　　 -1.40　　　　-1.48E+2　　　 3.30E+3　　-4.63E+4
５　　　 0　　　　 -8.59E-1　　 -2.83　　　　 -1.01E+1　　 1.89E+2
【０１２１】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．０１４となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｆ１／ＦＬ＝０．９０２となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｄ３／ＦＬ＝０．２５となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｒ１／
ＦＬ＝０．４７６となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ１＝０．６
６となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ２／ｄ３＝０．６８となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ１／ＦＬ＝０．２６となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１４１となり、（８）式を満足するもので
あった。
【０１２２】
　この第１１実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図２３に
示す。
【０１２３】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１２４】
＜第１２実施例＞
　図２４は、本発明の第１２実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レン
ズ３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している
。
【０１２５】
　この第１２実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．６７ｍｍ、ＦＬ＝１．４４５ｍｍ、ｆ１＝１．３４２ｍｍ、ｆ２＝－１２．１
ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.030
２（第１レンズ第１面）　　0.700　　　 0.380　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　 25.600　　　 0.265
４（第２レンズ第１面）　 -5.700　　　 0.400　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　-50.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -1.81　　　　 6.26E+1　　　-1.66E+3　　 2.14E+4
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３　　　 0　　　　 -1.36　　　　-1.68E+1　　　-3.74E+1　　 2.05E+3
４　　　 0　　　　 -1.44　　　　-1.18E+2　　　 2.79E+3　　-4.19E+4
５　　　 0　　　　 -1.02　　　　 9.29E-2　　　-2.00E+1　　 1.61E+2
【０１２６】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．０２７となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｆ１／ＦＬ＝０．９２９となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｄ３／ＦＬ＝０．２８となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｒ１／
ＦＬ＝０．４８４となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ１＝０．７
０となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ２／ｄ３＝０．６６となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ１／ＦＬ＝０．２６となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１５６となり、（８）式を満足するもので
あった。
【０１２７】
　この第１２実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図２５に
示す。
【０１２８】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１２９】
＜第１３実施例＞
　図２６は、本発明の第１３実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レン
ズ３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している
。
【０１３０】
　この第１３実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．３３ｍｍ、ＦＬ＝１．１６９ｍｍ、ｆ１＝１．０６３ｍｍ、ｆ２＝－６．７３
３ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.030
２（第１レンズ第１面）　　0.550　　　 0.300　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　 15.000　　　 0.215
４（第２レンズ第１面）　 -4.400　　　 0.310　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　 20.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -3.76　　　　 2.11E+2　　　-9.26E+3　　 1.96E+5
３　　　 0　　　　 -2.95　　　　-6.11E+1　　　-1.13E+2　　 1.77E+4
４　　　 0　　　　 -2.17　　　　-4.64E+2　　　 1.71E+4　　-4.01E+5
５　　　 0　　　　 -1.54　　　　-8.17　　　　 -7.06E+1　　 1.50E+3
【０１３１】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．０３７となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｆ１／ＦＬ＝０．９０９となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｄ３／ＦＬ＝０．２７となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｒ１／
ＦＬ＝０．４７０となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ１＝０．７
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２となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ２／ｄ３＝０．６９となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ１／ＦＬ＝０．２６となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１３８となり、（８）式を満足するもので
あった。
【０１３２】
　この第１３実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図２７に
示す。
【０１３３】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１３４】
＜第１４実施例＞
　図２８は、本発明の第１４実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レン
ズ３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している
。
【０１３５】
　この第１４実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．６５ｍｍ、ＦＬ＝１．４５ｍｍ、ｆ１＝１．３３２ｍｍ、ｆ２＝－９．７６４
ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.040
２（第１レンズ第１面）　　0.680　　　 0.370　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　 13.000　　　 0.265
４（第２レンズ第１面）　 -5.500　　　 0.380　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　100.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -2.10　　　　 7.86E+1　　　-2.18E+3　　 2.95E+4
３　　　 0　　　　 -1.31　　　　-2.46E+1　　　 2.98E+1　　 2.31E+3
４　　　 0　　　　 -5.76E-1　　 -1.68E+2　　　 3.93E+3　　-5.87E+4
５　　　 0　　　　 -7.14E-1　　 -3.26　　　　 -1.33E+1　　 2.17E+2
【０１３６】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．０５２となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｆ１／ＦＬ＝０．９１９となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｄ３／ＦＬ＝０．２６となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｒ１／
ＦＬ＝０．４６９となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ１＝０．７
２となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ２／ｄ３＝０．７０となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ１／ＦＬ＝０．２６となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１３８となり、（８）式を満足するもので
あった。
【０１３７】
　この第１４実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図２９に
示す。
【０１３８】
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　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１３９】
＜第１５実施例＞
　図３０は、本発明の第１５実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レン
ズ３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している
。
【０１４０】
　この第１５実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．６５ｍｍ、ＦＬ＝１．４２７ｍｍ、ｆ１＝１．３３７ｍｍ、ｆ２＝－１４．３
６ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.040
２（第１レンズ第１面）　　0.680　　　 0.370　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　 12.000　　　 0.265
４（第２レンズ第１面）　 -5.500　　　 0.380　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　-20.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -2.10　　　　 7.91E+1　　　-2.18E+3　　 2.94E+4
３　　　 0　　　　 -1.21　　　　-2.46E+1　　　 4.19E+1　　 2.16E+3
４　　　 0　　　　 -3.69E-1　　 -1.68E+2　　　 3.90E+3　　-5.83E+4
５　　　 0　　　　 -5.95E-1　　 -3.88　　　　 -1.09E+1　　 2.13E+2
【０１４１】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．０５７となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｆ１／ＦＬ＝０．９３７となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｄ３／ＦＬ＝０．２７となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｒ１／
ＦＬ＝０．４７７となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ１＝０．７
２となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ２／ｄ３＝０．７０となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ１／ＦＬ＝０．２６となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１５６となり、（８）式を満足するもので
あった。
【０１４２】
　この第１５実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図３１に
示す。
【０１４３】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１４４】
＜第１６実施例＞
　図３２は、本発明の第１６実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レン
ズ３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している
。
【０１４５】
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　この第１６実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．３６ｍｍ、ＦＬ＝１．２ｍｍ、ｆ１＝１．１ｍｍ、ｆ２＝－８．０６７ｍｍ、
Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.030
２（第１レンズ第１面）　　0.550　　　 0.300　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　　7.100　　　 0.210
４（第２レンズ第１面）　 -4.500　　　 0.300　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　100.000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -3.61　　　　 2.13E+2　　　-9.43E+3　　 2.00E+5
３　　　 0　　　　 -2.90　　　　-4.85E+1　　　-4.11E+2　　 2.10E+4
４　　　 0　　　　 -3.69　　　　-3.41E+2　　　 1.40E+4　　-3.71E+5
５　　　 0　　　　 -2.36　　　　 9.52　　　　 -2.12E+2　　 1.89E+3
【０１４６】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．０７７となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｆ１／ＦＬ＝０．９１７となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｄ３／ＦＬ＝０．２５となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｒ１／
ＦＬ＝０．４５８となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ１＝０．７
０となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ２／ｄ３＝０．７０となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ１／ＦＬ＝０．２５となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１３３となり、（８）式を満足するもので
あった。
【０１４７】
　この第１６実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図３３に
示す。
【０１４８】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１４９】
＜第１７実施例＞
　図３４は、本発明の第１７実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レン
ズ３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している
。
【０１５０】
　この第１７実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．３７ｍｍ、ＦＬ＝１．２１ｍｍ、ｆ１＝１．１１２ｍｍ、ｆ２＝－８．３３４
ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
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（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.030
２（第１レンズ第１面）　　0.5556　　　0.300　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　　7.1429　　　0.215
４（第２レンズ第１面）　 -4.4440　　　0.310　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面）　　0.0000
（像面）

面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -3.61　　　　 2.13E+2　　　-9.43E+3　　 2.00E+5
３　　　 0　　　　 -2.90　　　　-4.85E+1　　　-4.11E+2　　 2.10E+4
４　　　 0　　　　 -3.69　　　　-3.41E+2　　　 1.40E+4　　-3.71E+5
５　　　 0　　　　 -2.36　　　　 9.52　　　　 -2.12E+2　　 1.89E+3
【０１５１】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．０７８となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｆ１／ＦＬ＝０．９１９となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｄ３／ＦＬ＝０．２６となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｒ１／
ＦＬ＝０．４５９となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ１＝０．７
２となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ２／ｄ３＝０．６９となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ１／ＦＬ＝０．２５となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１３２となり、（８）式を満足するもので
あった。
【０１５２】
　この第１７実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図３５に
示す。
【０１５３】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１５４】
＜第１８実施例＞
　図３６は、本発明の第１８実施例を示したものであり、本実施例においても、第１レン
ズ３の第１面３ａの面頂およびその近傍部分が絞り２を通して最も物体側に位置している
。
【０１５５】
　この第１８実施例の撮像レンズ１は、以下の条件に設定されている。

レンズデータ

　Ｌ＝１．３６ｍｍ、ＦＬ＝１．１９ｍｍ、ｆ１＝１．１０２ｍｍ、ｆ２＝－８．８４６
ｍｍ、Ｆｎｏ＝２．８

面番号　　　　　　　　 　　ｒ　　　　　ｄ　　　　ｎｄ　　　　νｄ
（物点）
１（絞り）　　　　　　　　 ∞　　　 -0.030
２（第１レンズ第１面）　　0.55　　　　0.300　　　 1.531　　　　 56.0
３（第１レンズ第２面）　　7.00　　　　0.215
４（第２レンズ第１面）　 -4.50　　　　0.310　　　 1.531　　　　 56.0
５（第２レンズ第２面） -100.00
（像面）
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面番号　 ｋ　　　　　 Ａ　　　　　 Ｂ　　　　　Ｃ　　　　 Ｄ
２　　　 0　　　　 -3.61　　　　 2.13E+2　　　-9.43E+3　　 2.00E+5
３　　　 0　　　　 -2.90　　　　-4.85E+1　　　-4.11E+2　　 2.10E+4
４　　　 0　　　　 -3.69　　　　-3.41E+2　　　 1.40E+4　　-3.71E+5
５　　　 0　　　　 -2.36　　　　 9.52　　　　 -2.12E+2　　 1.89E+3
【０１５６】
　このような条件の下で、ｒ１／ｒ２＝０．０７９となり、（１）式を満足するものであ
った。また、ｆ１／ＦＬ＝０．９２６となり、（２）式を満足するものであった。さらに
、ｄ３／ＦＬ＝０．２６となり、（３）式を満足するものであった。さらにまた、ｒ１／
ＦＬ＝０．４６２となり、（４）式を満足するものであった。また、ｄ２／ｄ１＝０．７
２となり、（５）式を満足するものであった。さらに、ｄ２／ｄ３＝０．６９となり、（
６）式を満足するものであった。さらにまた、ｄ１／ＦＬ＝０．２５となり、（７）式を
満足するものであった。また、Ｌ／ＦＬ＝１．１４３となり、（８）式を満足するもので
あった。
【０１５７】
　この第１８実施例の撮像レンズ１における非点収差およびディストーションを図３７に
示す。
【０１５８】
　この結果によれば、非点収差およびディストーションのいずれもほぼ満足できる結果と
なり、充分な光学特性を得ることができることが分かる。
【０１５９】
　なお、本発明は前記実施例のものに限定されるものではなく、必要に応じて種々変更す
ることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１６０】
【図１】本発明に係る撮像レンズの実施の一形態を示す概略構成図
【図２】本発明に係る撮像レンズの第１実施例を示す概略構成図
【図３】図２に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明図
【図４】本発明に係る撮像レンズの第２実施例を示す概略構成図
【図５】図４に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明図
【図６】本発明に係る撮像レンズの第３実施例を示す概略構成図
【図７】図６に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明図
【図８】本発明に係る撮像レンズの第４実施例を示す概略構成図
【図９】図８に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明図
【図１０】本発明に係る撮像レンズの第５実施例を示す概略構成図
【図１１】図１０に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図１２】本発明に係る撮像レンズの第６実施例を示す概略構成図
【図１３】図１２に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図１４】本発明に係る撮像レンズの第７実施例を示す概略構成図
【図１５】図１４に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図１６】本発明に係る撮像レンズの第８実施例を示す概略構成図
【図１７】図１６に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図１８】本発明に係る撮像レンズの第９実施例を示す概略構成図
【図１９】図１８に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図２０】本発明に係る撮像レンズの第１０実施例を示す概略構成図
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【図２１】図２０に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図２２】本発明に係る撮像レンズの第１１実施例を示す概略構成図
【図２３】図２２に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図２４】本発明に係る撮像レンズの第１２実施例を示す概略構成図
【図２５】図２４に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図２６】本発明に係る撮像レンズの第１３実施例を示す概略構成図
【図２７】図２６に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図２８】本発明に係る撮像レンズの第１４実施例を示す概略構成図
【図２９】図２８に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図３０】本発明に係る撮像レンズの第１５実施例を示す概略構成図
【図３１】図３０に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図３２】本発明に係る撮像レンズの第１６実施例を示す概略構成図
【図３３】図３２に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図３４】本発明に係る撮像レンズの第１７実施例を示す概略構成図
【図３５】図３４に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【図３６】本発明に係る撮像レンズの第１８実施例を示す概略構成図
【図３７】図３６に示す撮像レンズにおける非点収差およびディストーションを示す説明
図
【符号の説明】
【０１６１】
　１　撮像レンズ
　２　絞り
　３　第１レンズ
　４　第２レンズ
　５　撮像面
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